











































































































































































































































































































































































































































































































4) 1. Fisher and W. Fisher [1942J. p.24. 
5) Ibid.， p.5. 
6) Fisher [1930]， p. 5. 
7) Ibid.， p.331-p. 332. 
8) Fisher [1906]， p. 167. 
9 )フィッシャーの場合，基数的な効用関数を仮定していた。
10) Fisher [1937]， p.29. 
11) 1. Fisher and W. Fisher口942J.p.25. 
12) Fisher [1930]， p. 5 -6 
13) r享楽所得の本体は心理的なものであって，直接にこれを測ることはできなL、。しかし
我々は，享楽所得から一歩さかのぼっていわゆる実質所得によって間接的にそれを近似
的に測定することができるJ(Fisher [1930]， p. 5.) 
14)たとえば Feldstein[1976]， Musgrave [1976Jを参照。




















23) 1. Fisher and W. Fisher [1942]， ch.9参照。
24) Ibid.， ch. 9 
25) Ibid.， ch. 9 
26) フィッシャーは政府による公共投資を全く考慮しなかったわけではなL、。しかし彼は，
公共投資は民間投資より効率が劣ると考えていた。 Fisher日943J参照。
27) Fisher [1930]， p. 120: 
28) 1. Fisher and W. Fisher [1942]， p. 84. 
29) Ibid.， p. 82. 
30) ["所得を資本増加の方法で使用することは社会的に usefulであるJ(lbid.， p. 89. ) 
31) Ibid.， p.62. 
32) Ibid.， p.ix. 
33) Ibid.， p.ix. 
34) Ibid.， p.ix. 





37) 1. Fisher and W. Fisher [1942]， p. 104. 
38) Ibid.， p.104. 
28 
39) Ibid.， p.93. 
40) この所得は貯蓄を含んでいる。貯蓄を含んだ通常の所得のうち，再分配のために課税
されるべき範囲を規定しようとしているわけで・ある。
41) 1. Fisher and W. Fisher[1942]， p.89. 




44) Kaldor[1955J. p. 187. 
45)ただカルドアの方がフィッシャーより，成長要因について多面的に論じている。すな
わち，課税と労働供給，危険負担との関係をも考察している。
46) Kaldor[1955J. p.99. 
47) Ibid.， p.185. 
48) Ibid.， p.15. 




52)以下の議論は Kaldor[1955]， p. 30-p. 34による。
53) Ibid.， p.59. 







58) Kaldor[1955J. introductionおよび ch.lを参照。
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